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小田原市自治基本条例・オープンスクエア（第４回）－概要記録－ 

2009.10.31（土）13:30-15:40（市役所７階・大会議室） 

テーマ：さまざまな地域活動があるけれど、どんな課題があるの？ 

参加者：32 名、行政 4 名、ファシリテータ 1 名 合計 37 名 

◎今回のオープンスクエアにご参加いただいた自治会連合会長 

・石川 大窪地区自治会連合会長（全体説明及び 1 班） 

・山口 豊川地区自治会連合会長（２班） 

・木村 東富水地区自治会連合会長（３班） 

・山田 山王網一色地区自治会連合会長（４班） 

・瀬戸 幸地区自治会連合会長（５班） 

 

１．はじめに 

（１）今回のオープンスクエアの進め方について：今井（ファシリテーター～進行役） 

・自治基本条例は、小田原市民全員に関わる重要な条例。一人でも多くの市民の皆さんに

この条例について知っていただき、みんなで話し合いながら条例づくりを進めていく必

要があるので、自由参加のオープンスクエアを開催している。オープンスクエアで出さ

れた意見は、検討委員会という組織（市民１０名と学識者１名）で、しっかりと読み込

んで「素材」として整理し、「骨子案」という形にまとめていく。市民語の「骨子案」を

さらに、条例の形の「条例案」とし、来年１２月頃に形にしたいという目標をもってい

る。 

・今回は特に、「自分達のまちは自分達でつくっていく」ために重要な役割を果たしている

自治会を中心に、身近な地域の活動の課題やその解決策について話し合いたい。 

 

（２）今回のテーマについての話題提供：石川氏（大窪地区自治会連合会会長） 

・自治会の現状について概要をお話したい。 

・自治会加入率…８３％（マンション、アパート居住者が増え、毎年低下傾向にはある） 

・自治会とは、任意に住民が自発的につくった組織。 

・小田原市では、昭和３３年頃にスタートした。 

・現在、２５６の単位自治会（地域の諸問題に対応）、２５の連合自治会と総連合（全市

的対応）がある。 

・様々な分野別の団体があるが、自治会は、生活している市民の全てのことに関連してい

ることが特色である。日常生活のほとんどに関わっている。 

…例えば、環境では河川の清掃、防災訓練、防犯では小学生の登下校の見守りなど。 

・課題は役員のなり手が少ないこと。誰かが束ねなければいけないため、同じ人が何年も

役員をやることになっている。 

・現在、地区毎の課題解決や、将来の活力あるまちづくりのために、まちづくり計画をつ

くっている。 

・自治会は、市民が安心して暮らせるように、行政と対等の立場で連携している。下請け

の関係ではない。ゴミや広報など、市の委託を受けてやっている事業もある。 
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２．グループで話し合い 

・５つのグループに分かれて、一人ずつ自己紹介を行い、地域活動について話し合った。 

 

３．グループで話し合った結果の発表（発表順） 

【５班】（6 名） 

・自治会をテーマに話し合った。 

・課題は組織。具体的には、古い組織を新しく、独立性を、婦人部について、効率化・ス

リム化、自治会活動の事業仕分けを、適材適所、意思疎通の問題、透明性、定年制など

の意見が出された。 

・課題解決の手立てとして、広報という話が出た。自治会のメリットなどを知らせる広報

が必要。自治会勧誘のリーフレットを自治会長自身が知らなかった。 

・他にも、課題解決のためには、交流・話し合い、自治意識を高める仕掛け、会長同士の

話し合い、自治会の包容力などが必要という意見が出た。 

・会費やコミュニティ税といった話も出た。 

・自治会の目指す姿として、自治会を魅力あるものに、ということと、ゆりかごから墓場

までというキーワードが出された。 

 

【４班】（6 名） 

・テーマは、自治会の加入不足について 

・その要因としては、意識の変化と必要性の認識低下があるという話になった。それによ

って役職が敬遠されてしまい、加入者が減少する。 

・加入者の減少によって、様々な個別の問題が起こる。たとえば、ゴミの捨て方の問題や、

イベントの開催が難しくなることなど。 

・目指す姿としては、地域の特色に合わせて全員参加できるようにすること。 

 

【３班】（6 名） 

・テーマは自治会。 

・課題のひとつは、ルールの明確化。会則のない自治会もある。学区との区分けがずれて

いるところもある。 

・なぜ加入しない人がいるかというのも課題。８３％の加入率というが。マンションやア

パート、独身寮の人は入らない。原因は、オーナーが地元の人でなかったりするため。

行政で改善できないか。 

・趣味の多様化により、自治会に入らなくても楽しくやれるという意識のある人もいる。 

・人材不足という課題については、若い人や女性に声をかけず、年配の男性の持ち回りで

役員をやっているという要因もあると思う。地域には有能な人材がたくさんいる。人材

の発掘によって盛り上げたい。 

・なぜ自治会は嫌がられるかといえば、コミュニケーションの不足が原因。コミュニケー

ションをとりたくないという人が増えている。その解決のためには、人間性のあるリー

ダーが魅力ある行事を企画したり、人と人の交わりの機会をつくったりする必要がある。 

 

【２班】（7 名） 
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・担い手・加入者が少ないという課題がある。 

・原因は、大人は仕事で忙しいし、子どもも塾などで忙しいため。 

・問題としては、意識の問題がある。それをどう改革できるか。 

・自治会イコール「役員の会」ではない。皆、一市民。その集まりとして、どう広がりを

持たせていくかが問題。 

・今までと違った場づくりがあれば、変化してくるのではないか。 

・参加・加入のハードルをいかに低くするか。子どものうちから地域についての教育が必

要なのではないか。 

・意識の問題が大きい。しかしそれは特別な対策が必要なのではなく、身の回りの人とコ

ミュニケーションを図ることがベースであり、すべての始まりであると思う。 

・自治会は日本にしかないもの。家庭を起点に互いによい人生の締めくくりができる場所。

それが意識できる社会にしたい。自分が当事者として自治会をよくするという意識が必

要。 

・行事に人が参加してくれず、いつも同じ人ばかりになる。しかし、困りごとだけは言っ

てくる。自治会に加入していない人からの苦情もあり、困っている。 

・ちょっとボランティア（“ちょいボラ”）の習慣をつけよう、という考え方もあると思う。 

 

【１班】（7 名） 

・実際の現場の課題について話し合った。 

・自治会によって違いがある。これは、リーダーの力や資質、意欲による部分もある。 

・運営の工夫の例としては、組織について、役員会で色んな世代や立場の人が一緒になっ

て意見を言い合うことにより、情報共有がなされて、イベントの重なりや人の取り合い

がなくなったりという効果を上げているところもあるという。 

・未加入者の態様は、ライフスタイルの問題や、参加したくてもできない人、自治会以外

の活動を一生懸命やっている人など、様々。それらの人々にも声かけや自治会のＰＲを

し続けて、できることをできる形で関わってもらえるようにしていきたい。 

・自治会は、小田原市のまちづくりの中で大事なもの。 

→自治基本条例に、自治会のあり方を盛り込んでいきたい。 

・自治会のあり方と自治基本条例の関係は、一般市民と市長、議会をつなぐこと。あるい

は、行政の中での自治会の役割が大きく、任意団体にも関わらず８３％の加入率がある

のだから、自治会が機能しないことには、自治基本条例は絵に描いた餅になってしまう

だろう。 

 

４．まとめ 

・自治会の重要性が改めて認識された。今回の自治基本条例の中で、自治会についてきち

んと位置づけ、書き込んでいく必要がありそうだ。 

・今回の条例づくりは、つくる過程も重要。一人でも多くの人にこの条例のことについて

知っていただき、議論に加わっていただくためにも、市の隅々までいきわたっている自

治会の役割は大変重要なので、今後ともご協力をお願いします。 

・最後に、５名の連合会長より、一言ずつコメントをいただいた。それぞれの表現で、今

回の集まりが有意義であった、今後もこうした集まりをもちたいなど評価をいただいた。 


